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中垣正史:写真資料  

 

 

お雇い外国人概説とホーレス･ケプロン  
 

 

 

平成 23 年度札幌シティガイド フォローアップ研修講座 ｢開拓使時代とアメリカ人｣ 

第 1 回講座 平成 23 年 11 月 30 日(水) 14:00̃16:00 実施 

 

(担当講師) 北海道･マサチューセッツ協会 理事･事務局長 中垣 正史 
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2006,10,10     三笠鉄道記念館     ベンジャミン･ｓ･ライマン(1835—1920)銅像と説明版 
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真駒内中央公園 エドウィン･ダン(1848-1931) 銅像 
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     2008,6,28  北大構内散策 クラーク博士胸像前にて    
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      島松・クラーク記念碑前にて         羊ヶ丘展望台・松原晴哉氏と 

                 [ 2006,9,28 クラーク博士子孫、スチュー・クラーク氏ご夫妻来札 ] 
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     2007,7,14 ,小樽市総合博物館正面 北海道の鉄道の父 ジョセフ ･ クロフォード（1842 ｰ 1924）の銅像前で 
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     小樽市総合博物館前 北海道の鉄道の父 ジョセフ ･ クロフォード（1842 ｰ 1924）の銅像と説明版 
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         三笠鉄道記念館   ジョセフ ･ クロフォード（1842 ｰ 1924）の銅像と説明版 
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             三笠市    幌内太駅と三笠鉄道村・クロフォード公園 
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開拓使顧問 ホーレス･ケプロン            開拓使長官 黒田清隆  

 

  



 22

 

ホーレス・ケプロンの像      （背面の碑文） 

           左側の像 [大通公園西十丁目] 

 

 ホーレス・ケプロンは､アメリカ合衆国の人。明治四年

わが国政府の招きに応じ、合衆国農務長官の要職を辞し

て、開拓使教師頭取兼顧問となり北海道開拓の大業に参

画した。すなわち､多くの外国人技師を指導して本道の実

情をきわめ､卓越した識見と豊かな経験に基づいて､北海

道開拓の基本方策を進言し､開拓長官をたすけて､その実

現に努めた。その勲業まことに偉大である。 

 ここに、北海道百年を迎えるにあたり、その偉業を回

顧し､功績を永く後代に伝えるため､この像を建立する。 

  

昭和四十二年十月 

       北海道開拓功労者顕彰像建立期成会 

             会長  廣瀬 経一 

                       

黒田 清隆の像             （背面の碑文）  

          右側の像 [大通公園西十丁目] 

 

黒田清隆は鹿児島県の人。明治三年開拓次官､のち開拓

長官に任ぜられ北海道開拓の大任にあたった。清隆はその

性､明察果断にして､開拓の知識を先進国に学ぶ必要を痛

感し自ら海外におもむき、知見を広めるとともに、ホーレ

ス・ケプロンをはじめ、多数の外国人技師を招き､その進

言を入れ着々開拓の巨歩を進めた。 

 北海道開発の基礎は、まさに清隆の卓見により確立した

ものといふべく､その勲業まことに偉大である。 

 ここに北海道百年を迎えるにあたり､その偉業を回顧

し､功績を永く後代に伝えるため､この像を建立する。 

 昭和四十二年十月 

  北海道開拓功労者顕彰像建立期成会 

               会長  廣瀬 経一 
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